
災害時における応援業務に関する協定書 

 

三条市（以下「甲」という。）と社団法人新潟県測量設計業協会（以下「乙」という。）とは、

三条市内に災害が発生した場合（以下「災害時」という。）における甲が管理する道路、河川等（以

下「公共土木施設等」という。）の迅速かつ適切な機能の回復を図るために実施する調査、測量、

設計、その他災害復旧に必要な業務（以下「応援業務」という。）に関し、次のとおり協定を締結

する。 

 

（趣旨） 

第１条  この協定は、三条市地域防災計画に基づき、災害時における公共土木施設等の応急対策

及び災害復旧に係る応援業務に関し、必要な事項について定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この協定において「災害」とは、地震、豪雨、洪水、暴風、豪雪その他の異常な自然現

象又は大規模な火災などによる被害をいう。 

（協力の要請） 

第３条  甲は、災害時における公共土木施設等の応急対策及び災害復旧について、必要があると

認めるときは、乙に対しての協力を要請することができる。 

（協力の実施） 

第４条  乙は、前条の規定により甲から要請を受けたときは、原則として甲の職員の指示に基づ

き、次の各号に掲げる業務について協力するものとする。 

(1) 公共土木施設等の被災状況の調査 

 (2) 公共土木施設等の被害の応急対策及び災害復旧のための測量及び設計 

 (3) 前各号に定めるもののほか、特に必要な応援業務 

（要請の方法等） 

第５条  第３条の要請は、原則として次の各号に掲げる事項を記載した文書により行うものとす

る。ただし、緊急を要する場合は、口頭又は電話等により要請し、その後速やかに文書を提出

するものとする。 

（1）業務を実施する場所 

（2）被害の状況 

（3）応援業務の内容 

（4）前各号に定めるもののほか、必要な事項 

（連絡体制の整備） 

第６条 甲及び乙は、あらかじめ応急対策の応援に関する担当者を定め、速やかに必要な情報を

相互に連絡するものとする。 

２ 甲及び乙は、連絡体制、連絡方法、連絡手段について支障を来たさないよう、常に点検及び

改善に努めるものとする。 

（経費の負担） 

第７条 甲の要請により、乙が応急対策の応援に要した費用は、甲が負担するものとする。 



 

（協議） 

第８条 この協定の実施に関し、疑義が生じたとき又はこの協定に定めのない事項については、

甲乙協議の上、決定する。 

（協定の期間） 

第９条 この協定の期間は、協定締結の日から平成 21 年３月 31 日までとする。ただし、期間満

了の日の１月前までに甲乙いずれからも申出がないときは、この協定は更に１年間更新するも

のとし、以後についても同様とする。 

 

 この協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各自１通を保有する。 

 

  平成２０年１２月１日 
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三条市 
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                  乙  新潟市中央区白山浦一丁目 621 番地 22 

社団法人新潟県測量設計業協会 
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